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当
日
は
約
60
人
が
参
加
し
、

互
い
の
知
識
を
向
上
さ
せ
、
視

野
を
広
め
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
シ

リ
ー
ズ
は
、
事
業
内
容
や
経
験

談
を
若
手
と
共
有
し
、
互
い
の

未
来
の
向
上
を
図
る
事
を
目
的

に
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

主
催
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ャ
ネ
ッ
ト

（
榮
枝
洋
文
代
表
）
。
同
セ
ミ
ナ

ー
は
、
対
米
進
出
日
系
企
業
が

中
心
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商

工
会
会
議
所
が
後
援
し
、
企
業

駐
在
員
の
多
く
が
メ
ン
バ
ー
と

な
る
日
本
ク
ラ
ブ
を
会
場
と
す

る
こ
と
で
「
日
系
公
的
団
体
」

と
向
上
心
あ
る
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
若
手
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い

る
。

■To Be a Good C
om

pany

を

掲
げ
、
全
米
10
位
の
企
業
分
野

損
害
保
険
グ
ル
ー
プ
に

梅
田
さ
ん
は
事
業
の
身
近
な

例
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の

時
に
会
社
を
挙
げ
て
の
支
援
談

を
紹
介
。
保
険
会
社
と
し
て

「
い
ざ
」
と
い
う
時
の
た
め
に
心

か
ら
何
を
支
援
す
べ
き
か
を
述

べ
ら
れ
た
。
米
国
法
人
は
今
か

ら
１
０
５
年
前
に
操
業
開
始
。

２
０
０
８
年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
社
買
収
時
は
全
米
45
位
で

あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
欧
米
大

手
に
並
ぶ
10
位
ま
で
成
長
。

Ｍ
＆
Ａ
を
経
た
欧
米
拡
大
路
線

に
お
い
て
、
梅
田
さ
ん
が
最
も

大
切
に
し
て
い
る
事
は
お
客
様

の
「
い
ざ
」
と
い
う
時
に
役
に

立
つ
事
。
そ
の
た
め
に
は
誠
実

で
謙
虚
な
気
持
ち
と
、
即
座
に

対
応
す
る
行
動
を
、
米
国
社
員

と
共
有
す
る
重
要
性
を
述
べ
ら

れ
た
。

■
「
挑
戦
」
と
「
成
長
」、
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
社
員
と
そ
の
家
族
の

１
０
０
０
人

米
国
で
の
損
害
保
険
事
業
は

各
50
州
で
規
制
が
異
な
る
。
規

制
の
経
験
や
商
品
力
の
あ
る
地

元
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
事
業

拡
大
へ
転
換
し
た
事
は
「
大
い

な
る
挑
戦
」
で
あ
っ
た
と
、
梅

田
さ
ん
は
述
べ
た
。「
自
分
の
家

族
は
社
員
と
そ
の
家
族
、
１
０

０
０
人
」
と
言
わ
れ
る
梅
田
さ

ん
は
、
従
業
員
１
人
１
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

に
「
タ
ウ
ン
・
ホ
ー
ル
」
と
称

す
る
会
談
の
場
を
設
け
、
各
地

の
社
員
と
交
流
す
る
。
全
社
員

に
損
害
が
起
き
た
時
こ
そ
迅
速

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
考
え

が
浸
透
し
て
い
る
の
は
こ
の
た

め
だ
。

■
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
で
未
来

へ
還
元

セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
で
主
催
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
理
事
長
の
榮

枝
洋
文
さ
ん
が
「
フ
ュ
ー
チ
ャ

ー
・
ジ
ャ
パ
ン
！
メ
ン
タ
ー
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｆ
Ｊ
Ｍ
Ｎ
）
」

活
動
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
実
施
を

し
て
い
る
意
義
を
紹
介
。
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
執
行
さ
れ
て
い
る
梅

田
さ
ん
の
よ
う
な
企
業
の
ト
ッ

プ
と
、
直
接
話
が
出
来
る
輪
の

価
値
に
触
れ
た
。「
オ
ー
ル
・
ジ

ャ
パ
ン
で
知
見
を
提
供
し
合
う

こ
と
で
若
手
人
材
が
向
上
す
る
。

そ
う
し
た
人
材
が
作
る
未
来
が

企
業
に
も
ア
メ
リ
カ
社
会
に
も

価
値
を
還
元
す
る
新
し
い
仕
組

み
」
と
活
動
意
義
を
示
し
た
。

当
日
の
事
務
局
メ
ン
バ
ー
は
こ

の
意
義
に
賛
同
し
て
集
ま
っ
た
、

仕
事
・
学
業
を
終
え
て
集
ま
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
で

運
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ

ー
ズ
は
こ
れ
ま
で
に
も
ブ
ラ
ザ

ー
、
サ
ン
ト
リ
ー
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
、
東
レ
、
講
談
社
ら
の
社

長
／
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
の
協
力

に
よ
り
支
援
の
輪
を
広
げ
て
き

た
（
本
紙
３
月
19
日
号
既
報
）
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
の
非
営
利
開
催

に
よ
っ
て
、
参
加
費
15
ド
ル
か

ら
20
ド
ル
で
若
手
参
加
者
た
ち

に
「
知
識
と
繋
が
り
を
得
る
場
」

を
広
く
提
供
し
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
内
訳
は
商

工
会
議
所
メ
ン
バ
ー
企
業
を
含

む
企
業
人
が
８
割
、
残
る
２
割

が
留
学
生
だ
。
セ
ミ
ナ
ー
後
に

は
講
師
と
の
懇
親
会
が
開
か
れ

た
。
起
業
し
て
５
年
目
の
参
加

者
は

「
大
企
業
の
社
長
ク
ラ
ス
の
方
が

こ
こ
ま
で
フ
ラ
ン
ク
に
語
っ
て

い
た
だ
け
る
場
に
感
銘
し
た
」
、

企
業
勤
務
（
４
年
目
）
の
参
加

者
は
「
自
分
の
業
界
と
違
う
だ

け
に
ビ
ジ
ネ
ス
ヒ
ン
ト
が
満
載

だ
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
で
は
Ｆ

Ｊ
Ｍ
Ｎ
活
動
に
賛
同
い
た
だ
け

る
企
業
、
熱
意
あ
る
事
務
局
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ン
を

随
時
募
集
し
て
い
る
。「
若
手
の

未
来
の
た
め
に
」
の
合
言
葉
で

無
償
の
企
業
支
援
姿
勢
が
「
チ

ー
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」
で
広
が
れ

ば
、
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

も
波
及
だ
ろ
う
と
期
待
す
る
。

次
回
開
催
は
８
月
を
予
定
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
か

ら

。h
ttp://japan

esen
et

w
ork.org/

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
在
籍
す
る
企
業
人
が
「
メ
ン
タ
ー
」
と
な
り
、
若
手
の
人
材
へ
知
見
を
共

有
す
る
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
社
長
／
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
」
が
６
月
９
日
、
日
本
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
「
メ
ン
タ
ー
」
役
の
講
師
は
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
の
米
国
現
地
法
人

ト
ウ
キ
ョ
ウ
・
マ
リ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
イ
ン
ク
社
長
兼
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の

梅
田
恒
樹
さ
ん
。
「
ト
ゥ
・
ビ
ー
・
ア
・
グ
ッ
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
（T

o B
e a G

ood
C
om

pany

」
の
企
業
理
念
を
元
に
、
米
国
事
業
の
「
挑
戦
と
成
長
」
に
つ
い
て
語
っ
た
。

参加者の質問に一つ一つ答えられる梅田さん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
主
催

「
い
ざ
」
と
い
う
時
に
、
心
か
ら
支
え
る
姿
勢

T
okio M

arine M
anagem

ent

梅
田
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
講
演

動き出したオールジャパン、未来へ還元の輪

熱
心
に
講
演
を
聞
く
参
加
者
た
ち

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
社
長
／
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
開
催


